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ニッポン アクティブライフ クラブ

22
年
度
も
今
月
で
終
わ
り
、
来
月
か
ら

新
年
度
が
始
ま
り
ま
す
。

拠
点
運
営
に
は
多
く
の
方
々
に
ご
協
力

を
頂
い
て
い
ま
す
が
、
現
在
ど
の
作
業
も

十
分
な
人
手
が
あ
る
と
は
言
え
な
い
状
況

が
続
い
て
お
り
、
年
度
替
わ
り
を
機
に
改

め
て
新
し
い
方
に
も
参
加
し
て
頂
き
お
手

伝
い
を
お
願
い
し
た
い
の
で
す
。

具
体
的
に
ど
ん
な
作
業
が
あ
る
の
か
、

以
下
に
纏
め
て
み
ま
し
た
。

■

運
営
委
員
会

毎
月
1
回
、
原

則
第
二
土
曜
日
の

10
時
～
12
時
に
、

拠
点
の
活
動
全
般

に
渡
っ
て
の
円
滑

な
運
営
の
た
め
に
、

基
本
的
な
政
策
を

討
議
決
定
し
て
い
ま
す
。

■

事
務
所
当
番

土
・
日
・
祝
を
除
く
平
日
11
時
～
15
時

（
本
来
は
10
時
～
16
時
。
コ
ロ
ナ
禍
対
策

と
し
て
当
面
時
間
短
縮)

。
事
務
所
へ
の

電
話
や
来
客
へ
の
対
応
、
ち
ょ
っ
と
し
た

事
務
処
理
等
が
主
な
作
業
で
す
。

■

会
計
処
理

毎
月
、
本
部
と
連
携
の
「
ネ
ッ
ト
会
計

シ
ス
テ
ム
」
に
入
力
処
理
し
、
勘
定
科
目

ご
と
の
収
入
・
支
出
を
明
確
に
し
、
財
政

状
況
・
資
産
状
況
を
管
理
し
て
い
ま
す
。

■

名
簿
・
活
動
管
理

会
員
の
「
活
動
管
理
シ
ス
テ
ム
」
に
は
、

名
簿
管
理
と
活
動
管
理
の
機
能
が
あ
り
ま

す
。月

初
に
会
員
名
簿
を
更
新
処
理
（
退
会

や
新
入
会
）
し
、
前
月
分
の
活
動
を
入
力

処
理
し
ま
す
。
拠
点
全
体
の
活
動
状
況
を

把
握
す
る
と
共
に
、
会
員
一
人
ひ
と
り
の

時
間
預
託
点
数
や
奉
仕
点
数
を
管
理
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
へ
の
伝

送
に
よ
る
運
営
寄
付
金
（
活
動
利
用
料
）

の
引
落
と
し
や
活
動
者
へ
の
交
通
費
振
込

み
も
行
い
ま
す
。

■

会
報
関
連
作
業

・
編
集
委
員
会

原
則
毎
月
第
一
金
曜
日
の
13
時
半
か
ら

編
集
会
議
を
開
き
、
次
号
に
掲
載
す
る
記

事
の
コ
ン
セ
プ
ト
設
定
や
そ
の
執
筆
依
頼

等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

・
会
報
紙
面
作
成

執
筆
者
か
ら
頂
い
た
原
稿
を
パ
ソ
コ
ン

に
入
力
処
理
し
、
会
報
紙
面
を
作
成
し
ま

す
。

・
発
送
準
備
（
1
）

毎
月
下
旬
に
、
印
刷
担
当
者
が
作
成
し

た
宛
名
シ
ー
ル
を
封
筒
に
貼
付
け
、
手
配

り
担
当
者
へ
の
区
分
け
を
行
い
ま
す
。
年

会
費
の
満
期
お
知
ら
せ
等
も
こ
の
時
に
同

封
し
ま
す
。

・
印
刷
・
発
送
準
備
（
2
）

毎
月
の
最
初
の
平
日
、
印
刷
担
当
者
が

事
務
所
で
午
前
中
に
会
報
を
印
刷
し
ま
す
。

13
時
か
ら
は
、
一
斉
に
本
部
会
報
『
ナ

ル
ク
』
と
一
緒
に
封
筒
に
詰
め
、
手
配
り

担
当
者
単
位
に
纏
め
ま
す
。

・
手
配
り

40
名
弱
の
手
配
り
担
当
者
が
、
近
所
の

会
員
宅
毎
に
ポ
ス
ト
イ
ン
し
て
い
ま
す
。

そ
の
担
当
件
数
は
平
均
5
件
、
内
訳
は
1

～
最
多
の
44
件
ま
で
幅
が
あ
り
ま
す
。

以
上
の
様
々
な
作
業
を
分
担
し
て
行
い
、

多
く
の
方
々
の
ご
協
力
が
集
積
さ
れ
て
拠

点
運
営
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
各
々
の
ご

協
力
に
対
し
て
は
、
時
間
預
託
点
数
や
奉

仕
点
数
が
規
定
に
従
っ
て
付
与
さ
れ
ま
す
。

ナ
ル
ク
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
し

て
一
人
で
も
多
く
の
会
員
に
自
発
的
に
加

わ
っ
て
頂
き
、
余
裕
の
あ
る
作
業
体
制
を

維
持
し
、
安
定
的
な
運
営
を
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

1
時
間
で
も
2
時
間
で
も
ご
参
加
頂
け

る
範
囲
で
結
構
で
す
。
い
ず
れ
か
の
作
業

に
ご
協
力
頂
け
る

方
は
、
是
非
事
務

所
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
宜
し
く

お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。（

事
務
局
）

拠
点
運
営
の
お
手
伝
い
を

お
願
い
し
ま
す



高
齢
者
に
よ
る
自
動
車
事
故
が
後
を
絶
た
な
い
。

特
に
新
聞
紙
上
を
よ
く
に
ぎ
わ
す
の
が
、
ス
ー
パ
ー

や
コ
ン
ビ
ニ
駐
車
場
で
の
事
故
で
あ
る
。

大
き
な
事
故
に
な
る
と
、
事
故
車
が
売
り
場
建
屋
深

く
に
食
い
込
ん
で
し
ま
っ
た
り
、
車
同
士
が
グ
シ
ャ
グ

シ
ャ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
り
と
、
結
構
悲
惨
な
光
景
を

さ
ら
け
出
し
て
し
ま
う
。

高
齢
者
は
加
齢
に
よ
り
、
瞬
時
に
判
断
す
る
能
力
の

低
下
、
身
体
動
作
機
能
の
劣
り
、
認
知
機
能
の
低
下
に

よ
る
強
い
勘
違
い
・
思
い
込
み
、
等
が
わ
ざ
わ
い
し
て

ア
ク
セ
ル
・
ブ
レ
ー
キ
の
踏
み
間
違
い
、
ハ
ン
ド
ル
操

作
誤
り
が
起
こ
っ
て
し
ま
う
の
だ
そ
う
だ
。
踏
み
間
違

い
発
生
死
亡
事
故
は
、
75
歳
未
満
で
０
・
５
％
な
の
に

対
し
て
、
75
歳
以
上
に
な
る
と

途
端
に
7
・
0
％
発

生
と
い
う
極
端
な
増
加
に
な
っ
て
い
る
。(

※)

日
本
の
高
齢
者
（
65
歳
以
上
）
人
口
比
率
は
現
在
約

28
％
で
、
国
民
4
人
に
1
人
は
高
齢
者
だ
。

こ
ん
な
高
齢
化
が
進
む
に
つ
れ
て
、
高
齢
者
運
転
免

許
保
有
者
も
増
加
し
て
い
る
。
現
在
70
歳
以
上
の
保
有

者
は
、
保
有
者
の
約
15
％
を
占
め
て
い
る
。

し
か
し
別
面
か
ら
の
情
報
と
し
て
、
昨
今
の
事
故
報

道
な
ど
に
よ
り
免
許
返
上
者
も
増
え
て
い
る
と
の
こ
と
。

令
和
元
年
に
返
納
者
が
過
去
最
高
を
記
録
し
（
対
前
年

50
％
弱
も
の
増
加
）
以
後
も
増
え
て
い
る
。
さ
ら
に
返

納
者
の
60
％
弱
が
後
期
高
齢
者
と
い
う
か
ら
、
こ
の
傾

向
は
大
い
に
結
構
で
あ
る
。
自
分
自
身
に
思
い
を
は
せ

て
み
る
と
76
歳
の
時
に
返
上
し
た
が
正
直
ち
ょ
っ
と
遅

か
っ
た
？

時
期
的
に
は
、
自
動
車
車
検
の
更
新
時
期
と
免
許
証

有
効
期
限
が
ほ
ぼ
一
致
し
た
の
で
、
返
上
す
る
こ
と
に

し
た
。
元
来
が
思
い
き
り
の
い
い
方
で
は
な
く
、
返
上

後
に
起
こ
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
不
便
さ
の
負
の
部
分
を

何
度
も
思
い
浮
か
べ
た
も
の
だ
っ
た
。

し
か
し
、
70
歳
を
過
ぎ
た
頃
か
ら
、
運
転
し
て
い
る

時
の
自
分
の
意
識
、
対
応
、
周
囲
へ
の
身
体
認
識
状
況

に
変
化
が
出
て
き
た
様
に
思
う
。

運
転
大
好
き
の
若
か
り
し
頃
に
比
べ
て
、
①
夜
間
運

転
で
前
が
見
難
く
な
っ
て
き
た
。
②
雨
中
の
運
転
が
何

と
な
く
不
安
に
な
っ
て
き
た
。
③
さ
あ
ど
ん
な
景
色
の

中
を
走
る
の
か
な
、
と
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら
ド
ラ
イ
ブ

し
て
い
た
の
が
段
々
と
早
く
目
的
地
に
着
い
て
ほ
し
い
、

と
願
う
様
に
な
っ
て
き
た
。
④
以
前
は
掛
け
っ
放
し
だ
っ

た
音
楽
が
、
耳
障
り
に
な
っ
て
止
め
る
様
に
な
っ
て
き

た
。
な
ど
、
今
思
い
出
し
て
み
る
と
、
明
ら
か
に
変
化

が
出
て
い
た
。
高
齢
者
自
動
車
事
故
の
報
道
に
接
す
る

度
に
免
許
返
上
し
て
お
い
て
よ
か
っ
た
な
、
と
つ
く
づ

く
思
う
が
、
交
通
機
関
に
そ
う
不
便
を
感
じ
な
い
都
市

部
と
、
仕
事
上
や
不
便
な
山
間
部
と
で
は
は
っ
き
り
条

件
が
違
う
か
ら
、
一
方
的
に
ホ
ッ
と
し
て
い
る
の
は
申

し
訳
な
い
こ
と
な
の
か
な
？

（
※
）
内
閣
府
・
令
和
2
年
交
通
安
全
白
書
・
第
3
節
高
齢
運
転

者
の
交
通
事
故
の
状
況

か
ら

高
齢
者
の
自
動
車
事
故
に
思
う

～

身
の
ほ
ど
を
知
る

～

守
屋

正

こ
れ
ま
で
は
主
と
し
て
他
府
県
の
桜
の
名
所
を
訪

れ
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
は
地
元
大
阪
で
花
見
を
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
ご
存
知
の
場
所
と
は
思
い
ま

す
が
、
も
う
一
度
皆
さ
ん
で
一
緒
に
散
策
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
毛
馬
桜
ノ
宮
公
園
は
、
大
川
の
毛
馬
洗
い

堰
か
ら
下
流
の
天
満
橋
ま
で
河
川
敷
を
利
用
し
た
河

岸
公
園
で
、
右
岸
に
は
造
幣
局
や
泉
布
観
な
ど
明
治

初
期
を
代
表
す
る
建
築
物
が
あ
り
ま
す
。

大
川
の
流
れ
に
沿
っ
た
桜
並
木
の
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド

に
は
、
天
満
橋
か
ら
桜
之
宮
橋(

銀
橋)

あ
た
り
を
中

心
に
、
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
、
山
桜
、
里
桜
な
ど
約
４
８

０
０
本
が
植
え
ら
れ
て
お
り
、
沢
山
の
花
見
客
で
賑

わ
う
市
内
有
数
の
桜
名
所
で
す
。

訪
問
予
定
の
造
幣
博
物
館
に
は
、
和
同
開
珎
を
初

め
日
本
の
貨
幣
の
歴
史
の
展
示
が
あ
り
、
ま
た
外
国

の
貨
幣
や
、
勲
章
・
メ
ダ
ル
等
も

展
示
し
て
い
ま
す
。
時
間
の
余
裕

の
あ
る
方
は
、
個
別
に
近
く
の

「
森
林
（
も
り
）
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」

や
、
「
旧
藤
田
邸
庭
園
」
を
訪
れ

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

(

歩
行
距
離
は
約
2
・
5
キ
ロ
）

・
日
時
：
３
月
31
日
（
金
）
10
時
30
分
～

雨
天
時
は
、
４
月
４
日
（
火
）
に
順
延

・
集
合
：
地
下
鉄
谷
町
線
「
天
満
橋
駅
」
北
改
札
口

・
持
物
：
弁
当
・
飲
物
・
敷
物
・
雨
具

・
申
込
：
３
月
28
日
（
火
）
ま
で
に
事
務
所
へ

【コンビニ突っ込み】

【 正 面 衝 突 】

春
の
ぶ
ら
り
ウ
ォ
ー
ク

毛
馬
桜
ノ
宮
公
園



健
康
情
報
シ
リ
ー
ズ

「
疲

労

」

[

健
康
管
理]

～
疲
労
を
感
じ
た
と
き
は

自
律
神
経
を
整
え
る
生
活
を
～

日
常
的
に
疲
れ
を
感
じ
る
原
因
の
ほ
と
ん
ど
が
自

律
神
経
の
乱
れ
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
自
律
神
経

に
は
交
感
神
経
と
副
交
感
神
経
が
あ
り
ま
す
が
、
仕

事
な
ど
で
緊
張
し
た
り
集
中
し
た
り
す
る
こ
と
が
多

い
と
交
感
神
経
の
優
位
な
状
態
が
続
き
、
体
が
疲
れ

て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

自
律
神
経
を
整
え
る
た
め
に
は
、
バ
ラ
ン
ス
の
良

い
食
事
と
十
分
な
睡
眠
を
し
っ
か
り
と
と
る
こ
と
。

ま
た
、
ハ
ー
ブ
の
香
り
で
嗅
覚
を
刺
激
す
る
、
ぬ

る
ま
湯
で
入
浴
す
る
な
ど
の
習
慣
は
、
疲
労
を
和
ら

げ
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

ま
た
、
ス
ト
レ
ス
の
活

性
酸
素
を
発
生
さ
せ
て
疲

労
に
つ
な
が
る
た
め
、
ス

ト
レ
ス
を
た
め
な
い
よ
う

に
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

[

食
生
活]

～
疲
労
回
復
に
は
鶏
む
ね
肉
と

自
律
神
経
を
整
え
る
ビ
タ
ミ
ン
B6
～

疲
労
回
復
に
は
体
を
疲
れ
に
く
く
し
て
抗
酸
化
作

用
も
あ
る
イ
ミ
ダ
ペ
プ
チ
ド
を
含
む
、
鶏
む
ね
肉
・

ま
ぐ
ろ
・
か
つ
お
な
ど
を
と
り
ま
し
ょ
う
。
熱
に
強

く
、
煮
汁
に
も
成
分
が
溶
け
出
す
た
め
、
ス
ー
プ
も

一
緒
に
飲
め
る
調
理
法
が
適
し
て
い
ま
す
。
鶏
肉
に

は
神
経
伝
達
物
資
を
つ
く
る
酵
素
を
活
性
化
さ
せ
、

自
律
神
経
を
整
え
る
ビ
タ
ミ
ン
B6
も
多
く
含
ま
れ
て

い
る
の
で
特
に
お
す
す
め
で
す
。
ビ
タ
ミ
ン
B6
は
赤

身
の
肉
や
バ
ナ
ナ
な
ど
に
も
豊
富
で
す
。

ま
た
、
疲
れ
た
と
き
に
甘
い
物
が
ほ
し
く
な
る
の

は
、
脳
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
不
足
を
補
お
う
と
し
て
素
早

く
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
わ
り
や
す
い
糖
分
を
欲
す
る
た

め
。
一
気
に
血
糖
値
が
上
下
す
る
こ
と
で
、
逆
に
体

を
疲
れ
さ
せ
る
の
で
要
注
意
で
す
。

[

始
め
よ
う
！
健
康
ア
ッ
プ
習
慣]

～
階
段
の
一
段
飛
ば
し
で
筋
力
ア
ッ
プ
～

一
段
飛
ば
し
で
階
段
を
上
が
る
こ
と
は
平
地
を
歩

く
３
倍
の
運
動
量
が
あ
り
、
内
も
も
や
ふ
く
ら
は
ぎ

の
筋
肉
が
鍛
え

ら
れ
ま
す
。
筋

力
が
高
ま
る
と
、

疲
れ
や
す
さ
を

予
防
で
き
ま
す
。

家
や
駅
の
階
段

で
、
気
軽
に
始

め
て
み
ま
し
ょ

う
。

(
｢

家
庭
の
健

康
管
理
カ
レ
ン

ダ
ー
」
よ
り
）

ツ
バ
キ
の
花
と
い
う
と
、
ア
ン
コ

と
牛
乳
の
島
、
伊
豆
大
島
を
連
想

す
る
が
、
ほ
ん
と
う
の
ツ
バ
キ
の

島
と
い
う
べ
き
は
、
大
島
の
す
ぐ

南
に
あ
る
小
島
、
利
島
で
あ
る
。

と

し
ま

晴
れ
た
日
、
伊
豆
急
行
の
窓
の

外
に
見
え
る
、
か
わ
い
ら
し
い
ベ
エ

ゴ
マ
を
さ
か
さ
ま
に
し
た
形
の
島
が
そ
れ
で
あ
る
が
、
こ

の
島
こ
そ
は
島
全
体
が
ツ
バ
キ
の
山
だ
。

中
央
の
高
い
と
こ
ろ
は
ど
ん
な
に
な
が
め
が
よ
か
ろ
う

と
、
道
も
な
い
と
こ
ろ
を
登
っ
て
み
た
ら
、
一
帯
が
ツ
バ

キ
の
茂
み
で
見
晴
ら
し
が
全
然
き
か
な
か
っ
た
。

こ
の
利
島
は
船
が
つ
く
の
が
一
週
間
に
一
回
（
そ
れ
も
、

冬
は
海
が
荒
い
た
め
に
ひ
と
月
く
ら
い
は
簡
単
に
欠
航
に

な
る
）
の
の
ん
び
り
し
た
島
で
あ
る
か
ら
、
他
の
地
方
で

失
わ
れ
た
古
風
を
存
す
る
例
が
多
く
、
た
と
え
ば
こ
と
ば

の
面
で
は
「
候
」
と
い
う
こ
と
ば
を
今
で
も
使
い
、
子

そ
う
ろ
う

供
た
ち
で
も
「
船
は
来
る
ソ
ー
ロ
ー
」
「
来
ん
ソ
ー
ロ
ー
」

と
い
っ
て
い
る
。

ま
た
東
日
本
の
ま
っ
た
だ
中
に

あ
り
な
が
ら
「
来
る
」
の
反
対
は

コ
ナ
イ
で
は
な
く
、
右
の
よ
う
に

コ
ン
と
い
う
。
島
の
こ
と
ば
と
い

う
も
の
は
、
思
い
が
け
な
い
点
が

多
い
も
の
だ
。

こ
と
ば
の
歳
時
記

金
田
一
春
彦

三
月

～

ツ
バ
キ
の
島

～

水きり絵 ( 島村 多恵子 )

【伊 豆 利 島】

【 利 島 ツ バ キ】



■

健
康
麻
雀
初
級

教
室

日
時
：
３
月
４
日(

土)

３
月
25
日(

土)

４
月
１
日(

土)

13
時
半
～
16
時
半

■

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク

教
室

日
時
：
３
月
８
日(

水)

12
時
半
～
14
時
半

作
品
：
イ
チ
ゴ
の
ポ
ー
チ

材
料
費
：
１
０
０
０
円

□

健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン

同
好
会

日
時
：
３
月
４
日(

土)

３
月
18
日(

土)

４
月
１
日(

土)

13
時
～
17
時

□

水
き
り
絵

同
好
会

日
時
：
３
月
９
日(

木)

11
時
～
15
時

□

絵
手
紙

同
好
会

日
時
：
３
月
20
日(

月)

11
時
～
15
時

※

開
催
場
所
は
す
べ
て
拠
点
事
務
所
で
す
。

◎ 時間預託提供活動

時 間 １４時間

提供者 ６人

◎ 奉仕活動

時 間 ４７７時間

提供者 ５４人

◎ 会員数

入 会 １世帯１人

退 会 １世帯２人

◎ 月末会員数

２４９世帯

３１８人

教
室･

同
好
会

ご
案
内

俳

句

絵手紙 (萩原 洋子)

★
運
営
委
員
会

日
時

：３
月
11
日
（土
）
10
時
～
12
時

場
所

：
拠
点
事
務
所

★
会
報
発
送
作
業

４
月
号
の
発
送
作
業
は
、
４
月
３
日
（月
）13
時
か
ら
拠
点

事
務
所
で
行
い
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

★

拠
点
事
務
所
か
ら

新
型
コ
ロ
ナ
に
対
す
る
感
染
対
策
の
た
め
、
事
務

所
の
執
務
時
間
は
当
面
の
間
、
平
日
の
11
時
～
15
時

と
し
ま
す
。

T
E
L

／
F
A
X(

０
６)

６
７
１
０-

４
５
２
２

飾

ら

れ

し

古

き

雛

に

添

ふ

気

品

吉

川

弘

美

初

蛙

と

ん

と

蹴

り

出

す

一

日

目
齋
藤
富
美

代

猫

の

背

に

愚

痴

を

聞

か

せ

つ

日

向

ぼ

こ

須

見

敏

江

入

学

待

つ

ラ

ン

ド

セ

ル

背

に

駆

け

回

る

田

中

澄

子

山

上

の

樹

氷

の

向

か

う

海

光

る

藤
田
多
栄
子

そ

の

う

ち

に

声

の

悴

む

立

ち

話

森

下

和

子

１月度会員動向

催
事

ご
案
内

〇

ふ
ら
っ
と
楽
し
む
〝

す
み
よ
し

〟

地
域
の
福
祉
施
設
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
一
堂

に
結
集
し
て
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
。
４
年
ぶ
り
に
開
催

さ
れ
、
ナ
ル
ク
大
阪
も
出
店
し
ま
す
。

日
時
：
３
月
11
日
（
土
）
11
時
～
14
時

（
小
ホ
ー
ル
は
15
時
ま
で
演
目
あ
り
）

場
所
：
住
吉
区
民
セ
ン
タ
ー

(

住
吉
区
役
所
の
隣
り
）

○

春
の
ぶ
ら
り
ウ
ォ
ー
ク

日
時
：
３
月
31
日
（
金
）
10
時
30
分
～

毛
馬
桜
ノ
宮
公
園
（
詳
細
は
２
面
に
）

〇

｢

群
青｣

（
日
本
絵
画
展
）

日
時
：
４
月
10
日
（
月
）
～
16
日
（
日
）

11
時
～
18
時
（
最
終
日
は
17
時
）

場
所
：
「
ス
ペ
ー
ス
わ
な
か
」

（
大
阪
市
中
央
区
千
日
前
２-

４-

13
）

島
津
光
男
氏
も
出
展
さ
れ
ま
す
。

〇

全
国
ナ
ル
ク
デ
ー
の
一
斉
行
動

～
春
の
大
阪
城
公
園
ク
リ
ー
ン
作
戦
～

日
時
：
４
月
20
日
（
木
）
10
時
～
12
時

集
合
：
大
阪
城
ホ
ー
ル
玄
関
西
側

（
青
屋
門
の
外
濠
）

お

知

ら

せ


